
西町二丁目

駐輪場

栗谷川

Ｎ

工事概要

建築物概要

工事場所

主要用途

工事種別

構造・規模

地域・地区

用途地域

鳥取市東町一丁目　　鳥取県庁第２庁舎（４階）

庁舎

改修

都市計画区域内　　　防火地域等：防火地域

近隣商業地域（200％／60％）

【建築工事】

　　・第33会議室と第34会議室の既設移動間仕切りの撤去新設

　　・フリーアクセスフロアの新設（H=50）

　　・第22会議室にディスプレイスタンドを新設（3台）

Ｎ

とりぎん
文化会館

鳥取赤十字病院

仁風閣

鳥取県立
鳥取西高等学校

鳥取市
武道館

裁判所

川端一丁目

職人町

新町

桶屋町

鍛冶町
元大工町

大榎町

庖丁人町

二階町一丁目

二階町二丁目

本町二丁目

本町三丁目

西町四丁目

西町五丁目

若桜町
掛出町

尚徳町

江崎町

西町一丁目

西町三丁目

東町三丁目

馬場町

東町一丁目

第2庁舎

付近案内図　No Scale

全体配置図　1/2000

工事場所

工事場所（県庁第２庁舎４階）

図　　名

ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

　　鳥 取 県 総 務 部 営 繕 課

課　長 参　事 課長補佐 係　長 担　当 年度

R6

所課コード 施設コード 図面Ｎｏ.
工事名称

No Scale A-01R6.10
表紙、図面リスト、付近案内図、工事概要、全体配置図

　　災害オペレーション室として使用するために下記の改修工事を行う。

市
道

:
東

町
2
号

線

県庁本庁舎

議会棟

講堂

県道:若葉台東町線

至ル 砂丘方面

至ル 若桜方面

県庁第二庁舎

改修建物

車庫棟 市
道

:
栗

谷
小

西
谷

1
号

線

議会棟別館

警察本部庁舎

市道:山の手通り

尚徳会

鳥取市武道館

　　・廊下既設間仕切り撤去し、移動間仕切り新設

【建築】

　A-01

　A-02

　A-03

　A-04

　A-05

　A-06

表紙、図面リスト、付近案内図、工事概要、全体配置図

断面詳細図、建具表

【電気設備】

　E-01

　E-02

　E-03

　E-04

既存分電盤改修図特記仕様書、内部仕上表

　A-07

　A-08

【参考】鳥取県第二庁舎新築工事　５階大会議室詳細図

【参考】鳥取県庁第二庁舎耐震改修工事（建築）　PS・EPS廻り平面詳細図

第二庁舎４階平面図（改修前後）

第二庁舎４階天井伏図（改修前後）

第二庁舎４階　コンセント設備改修平面図

第二庁舎４階　弱電設備改修平面図

第二庁舎３階　弱電設備改修平面図

鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

　○第二庁舎４階会議室（第22会議室、第33会議室、第34会議室）を災害時に

第二庁舎：　SRC造地上9階地下1階建て　床面積 12,111.34㎡

（県庁第二庁舎４階）

第二庁舎４階展開図（改修前後）、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｽﾀﾝﾄﾞ姿図、ｽﾛｰﾌﾟ詳細図

nagamiakira
災害オペレーション室整備工事



図　　名

ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

　　鳥 取 県 総 務 部 営 繕 課

課　長 参　事 課長補佐 係　長 担　当 年度

R6

所課コード 施設コード 図面Ｎｏ.
工事名称

（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

２．特記仕様

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

１．共通仕様

（４）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）の特定調達品目を示す。

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書

（３）　項目に記載［　　］の内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（３）　電気及び機械設備工事を本工事に含む場合、電気及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

（５）　関係法令（条例を含む）の改正等にり、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等につい

（２）　請負者は、建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料

　１

　２

１
　
一
般
共
通
事
項

ダウンロード可能）による。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・印と※印のついた場合は共に適用する。

　細図」という）

（　　）の内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

て、監督職員と協議を行うものとする。

 工事の施工に伴い必要な官公署、その他への手続き、検査並びにその費用は、本工事請負者の負担とする｡

［１．１．３］

等（報告書等）を用意する。

官公庁その他への手続

適用基準等

　（建築工事編）令和４年版」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。ただし、改修標準仕様書に規定されている項

目以外は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版」（以下、「標準仕様

書」という。）による。

※　建築工事標準詳細図（令和４年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（以下「標準詳

※　建築改修工事監理指針（令和４年版）　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※　工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編（平成３０年版）　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　建築物解体工事標準仕様書（令和４年版）　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・　建築工事監理指針（令和４年版）　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和４年２月２５日変更閣議決定）」（環境省のホームページか

（６）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

・　引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　処理方法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　）

・　再生資源化を図るもの

発生材の処理等

・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリート塊　　・建設発生木材

・　ＰＣＢ含有シーリング材の調査・処理

・第一次判定

　　採取箇所　　　※図示

　　採取箇所数　　計　　箇所

・第二次判定

　専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う。

　　分析個数　　　計　　箇所

・除去処理工事

　除去範囲　　　　※図示

・　せっこうボードの処理

・石綿含有せっこうボード　　　改修特記仕様書第９章による

・ひ素・カドミニウム含有せっこうボード

　・製造業者に回収委託

　・埋立処分（管理型最終処分場）

・　石綿含有、ひ素・カドミウム含有以外のせっこうボード

・再資源化（再資源化施設）　　　　・最終処分（管理型最終処分場）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　処分施設の名称・所在地（　　　　　　　　　　　　　　　）

環境への配慮

［１．４．１］

化学物質を放散させる建築材料等

１）本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、次の

  ①から④を満たすものとする。

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

  

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上げ塗材は、

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　② 接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　④ ①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、アセ

２）ホルムアルデヒド放散量の区分において、規制対象外とは次の①又は②に該当する材料を指す。

［１．３．１２］

　現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　① 建築基準法施行令第20条の第7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築

　　材料以外の材料

　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

３）ホルムアルデヒド放散量の区分において、第三種とは次の①又は②に該当する材料を指す。

  ② 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）に基づく環境物品等の調達

 の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（資材（材料及び機材を含む）の梱包及び容器は、

 可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時の負担軽減に配慮されていること。）に留意する

２
　
仮
設
工
事

手すり先行専用方式により行う。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１

「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置き方式又は（３）

　内部足場　・設置する（※脚立、足場板等　・　　　　　　　）　　・設置しない

　外部足場　・設置する（範囲　※工事に必要な範囲　　・　　　　　　）　　・設置しない

　防護シート　・設置する（範囲　※工事に必要な範囲　　・　　　　　　　）　　・設置しない

　材料、撤去材等の運搬方法　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　・　Ｅ種

 ・既存部分の養生方法　※ビニルシート、合板等による　　

 ・既存家具、既存設備等の養生方法　※ビニルシート等　　・　

 ・既存ブラインド、カーテン等の養生方法　※ビニルシート等（取外し再取付けを行う）　　・　

　　　　　　　　　　　　　　 　保管場所　※構内既存施設内　　・　

 ・固定された家具等（備品、机、ロッカー等）の移動　※行う（図示）　　・　

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれがある場合は養生を行う。また、万一損傷を与えた場合は、

受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

足場その他

［２．２．１］

［表２．２．１］

［２．３．１］

既存部分の養生 養生方法等

　工事期間　令和○年○月から○年○月まで

構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

　　監督職員が指示するものとする。

２．お願い表示板は平易な表現及び内容とし、

１．書体は角ゴシックとする。

　地色　白

　地色
　マンセル記号

　５ＹＲ６．５／１１

　地色　白

　　現場責任者　○○　○○

　　　　　夜間　○○－○○○○

　　連絡先昼間　○○－○○○○

　施工者　○○○○○建設

建　築　工　事　中

９００

工事用水

記入要領

表示板

１
，２

００

　　　　　※　工事表示板　　　　　　　

　　場合は監督員の承諾を受ける。

材料の品質等

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能有する

　　ものとする。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製造業者等は、次の①～⑥の事項を満たす

　　ものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出して承諾

　　を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

　① 品質及び性能に関する試験データが整備されている｡

  ② 生産施設及び品質の管理が適切に行われている｡

  ③ 安定的な供給が可能である｡

  ④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得している｡

  ⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性がある｡

  ⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられている｡

［１．４．２］

材料・機材等の品質及び性能

５）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

フリーアクセスフロア 移動間仕切

内部仕上表

第22会議室 【撤去】DR9.0t + GB-R9.5t 【新設】DR9.0t + GB-R9.5t

床 壁 天井

改修前 改修後 改修前 改修後 改修前 改修後

室名

【残置】ビニル床タイル 【撤去】廊下側既存可動間仕切 【新設】廊下側移動間仕切

A-02

（表１９．７．１）

せっこうボードその他

のボード及び合板張り

（１９．７．２、３）
厚さ(mm)、規格等

JIS

記号
種　　類

 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド発散量

 　※Ｆ☆☆☆☆

 DR ・ ロックウール化粧吸音板 ・ フラットタイプ（・ 9 ・ 12 ・　　）　・不燃

・ 凹凸タイプ（・ 12　・ 15  ・ 19  ・ 　）　・不燃

GB-R ・ せっこうボード ※12.5 (不燃)　　・15（不燃）     

せっこうボードの目地工法　※仕上表による　　・　

天井のボード類（ロックウール吸音板を除く）の重ね張りを行う場合

　※図示による

合板類の張付け　　・ Ａ種 　・ Ｂ種　

移動間仕切

（２０．２．４）

　 　 　 JI S B 1051「 炭素鋼及び合金鋼製締結用部品の機械的性質－第一部： ボルト 、 ネジ及び植込み

　 　 　 ボルト 」 によ る 。

（ ３ ） パネルの外観

　 　 　 JI S A 6512「 可動間仕切」 の5. a)  ～ c)  によ る 。  

（ ４ ） ホルムアルデヒ ド 等

　 　 　 JI S A 6512「 可動間仕切」 ７ 材料によ る 。

（ ５ ） パネルの操作性

      パネル操作の初動力は98N以下と する 。

（ ６ ） 耐衝撃性 　

      質量50Kgにおける 衝撃試験において構造部材の折れ、 曲り の異常がなく 表面の、 割れ、 はがれが

      ないも のと する 。 また、 接点・ 接床部が外れないこ と 及び多少のずれがあっ ても 圧接装置の

      調整で元に戻せる も のと する 。  

（ ７ ） 遮音性能 　

      遮音性試験はJI S A  6512に規定する 透過損失単位によ る 各区分ごと に、 500Hzの音について透

      過損失の規定値に適合するも のと する 。

（ ８ ） パネル圧接装置の耐久性

      パネル圧接装置の固定･解除は、 7, 500回の繰返し 耐久試験実施後、 質量50kg衝撃試験で異常の

      ないも のと する 。

（ ９ ） レ ールの耐久性 

      レ ールは普通パネルで吊り 車の通過回数が30, 000回以上で異常のないも のと する 。  

（ １ ０ ） 吊り 車の耐久性 

      吊り 車は、 走行距離60 Kmで操作性に異常がなく 、 レ ールに大き な変形がないも のと する 。  

（ １ １ ） 吊り ボルト の引張強度 　

      一本にかかる 荷重の15倍以上の引張り 強度がある も のと する。  

（ １ ２ ） ラ ン ナーの引張強度

      引張試験を 実施し 、 普通パネル重量の５ 倍の荷重を 、 パネル１ 枚に使用するラ ン ナーの数で除し

      た値以上の強度がある も のと する 。

走行方向 操作方法
材質

圧縮装置の

操作方法

総厚さ

(mm)

・鋼板

・

・プッシュ式

・ハンドル式

・手動式

・電動式

・部分電動式

パネル表面仕上げの壁紙張り の品質、 性能　 標準仕様書19章によ る

遮音性能は、 JI S A 6512に準拠し 、 中心周波数500Hzの音についての透過損失と する

ハン ガーレ ールの取付け下地の補強

　 ※取付け全重量の５ 倍以上の荷重に対し て、 使用上支障のない耐力及び変形量と なる よ う に補強する 。

　 ・ 図示

表面仕上げ材 　遮音性

(dB/500Hz)パネル表面仕上げ

・メラミン樹脂焼付け

　又はアクリル樹脂

・36未満

・36以上

　焼付け塗装

・壁紙張り

・

・平行方向 移動式 

・二方向 移動式 

（ 品質・ 性能及び試験方法）

（ １ ） パネル（ 表面材、 心材、 フ レ ーム材、 幅木、 笠木及び補強材） 及びハン ガーレ ールは、

      JI S A 6512「 可動間仕切」 の表9又はこ れら と 同等以上の品質性能を 有し 、 かつ、 接触腐食を

      おこ さ ないも の又は防食処理を 施し たも のと する 。

（ ２ ） 吊り ボルト

パネルをランナーに取り付ける部品

　※パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した値に対して、耐力及び変形量

　　使用上支障のないものとする。

　・図示

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

構内既存の施設　　・　利用できない　　・　利用できる工事用仮設物

工事用電力 構内既存の施設　　※　利用できない　　・　利用できる（　※　有償　　・　無償　）

内
装
工
事

19

（１９．２．２）

ビニル床タイル　Ｇ

107

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

 　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

　　　　　種類の記号 　 色柄        寸法     特殊機能     備考厚さ(mm)

 ※ 2.0

 ・ 2.5

 ・ 3.0

 ・帯電防止

 ・防滑性

・ 無地

・ 柄物

・300×300 

・450×450 

・500×500

　※ＫＴ

　・ＴＴ　　・ＦＴ

　・ＦＯＡ　　・ＦＯＢ

特殊機能 

カーペット敷き

見切り、押え金物の材質、種類及び形状　※図示　　・　　　　　　

下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ 8mm　　・　

（１９．３．２、３）

（表１９．３．１）

 　　　　　 ・ 　　
Ｇ (表 19.3.1)

 ・適用しない 

   帯電性

 ・適用する 

 ・適用しない 

  備考 色柄等

 ・無地 

 ・柄物 

 (標準品) 

     織り方

 ・ウィルトンカーペット

 ・ダブルフェースカーペット

 ・アキスミンスターカーペット

　　パイル形状

 ・カットパイル

 ・ルーフパイル

 ・カット、

　 ループ併用 

種別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・織じゅうたん

・適用する 

・適用しない 

  備考ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 　　 工法 　　　　 帯電性  　　パイル形状

・5～7　・ 

・4～6　・ 

・  

　・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 工法  

　※全面接着工法 

・ タフテッドカーペット

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※市松敷き　・模様流し　　・　　  　　

備　考パイル形状 種別 施工箇所 寸法 総厚さ（mm）

※ 6.5

・

※ 6.5

・

※ 6.5

・・

※ 500×500

・

※ 500×500

・

※ 500×500※ 第一種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第一種

・ 第二種

・ カット・ループ併用

・ カットパイル

※ ループパイル

・タイルカーペット

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　・市松敷き　　・ 

 色柄　　※　模様のない無地

 パイル糸の種類等　　※標準仕様書表19.3.1による種別（ ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種）

・ カットパイル

・ ルーフパイル

・ カット、ループ併用 

R6.10
特記仕様書、内部仕上表

No Scale

建築改修工事特記仕様

技能士 下表により適用する技能士は、適用する工事作業中、１名以上の者が自ら作業をするとともに、他の技

能者に対して、施工品質の向上を図るための作業指導を行う

（技能士：職業能力開発促進法による一級技能士又は単一等級の資格を有する者）

また、その技能士はその者が技能士であることがわかる名札（下図参考）を常時着用する

［１．７．２］

工事種目 技能検定作業技能検定職種

内装改修工事

・　カーペット系床仕上作業

・　プラスチック系床仕上工事作業

・　鋼製下地工事作業内装仕上施工

　　　作業を含む）

　　（２級及びプラスチック系仕上げ工事

・　ボード仕上げ工事作業

　《技能士名札参考図》

□　技　能　士

９０　ｍｍ

５
５

　
ｍ
ｍ

写真　（３０×４０）

名札の発行元

技能士本人の住所

技能士の級の別

技能士の種別

技能士の職種により色を変えることも可

　　鳥取市

　　○型

　　○○工務店

　　○山○夫

　　１級

　　建築大工

発行　　　○○○○○○○○会

自　宅

勤務先

血液型

氏　名

級　別

職　種

　・　電子データ又はネガの提出［完成写真］　　　　（　・　要　・　不要）

１部

　・ 四ﾂ切　　箇所

下記のものを監督職員に提出する。

区　　分 分類・規格 撮影箇所 部数

　各工種の工程毎　カラーサービス判　※　工事記録写真

２部

２部

　カラーサービス判　※　完成写真

　・　 　カラーキャビネ判 　部

　部

　・　パネル 　カラー ２部

　・　内部　　箇所

　・　外部　　箇所

　・　内部　　箇所

　・　半切　　箇所

　・　全紙　　箇所

　・　外部　　箇所

備考

完成写真

　・　電子データ又はネガの提出［工事記録写真］　　（　・　要　・　不要）

下記のものを監督職員に提出する

※　原図Ａ１版又はＡ２版（設計図の第２原図訂正不可）　　　　　１　部

※　ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　式

※　原図の大型コピー（白焼）の２つ折製本　　　　　　　　　　　２　部

※　縮小版２つ折製本（Ａ４版）　　　　　　                    ２　部

・　複写　縮小版Ａ３バラ焼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

完成図の種類及び内容（改修前後の状態が分かるように整備する）

・　案内図・配置図　：　配置図には外構整備、屋外給排水系統図含む

・　改修概要図　：　改修概要、部位等を表示する

・　平面図　：　室名、耐震壁（防火壁）、避難施設等を表示する

・　立面図　：　外壁仕上、補修範囲等を表示する

・　断面図　：　階高、天井高等を表示する

・　仕上表　：　屋外、屋内（各階）の仕上表を表示する

・　構造図　：　杭、構造躯体等を表示する

・　その他　：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　原図ケース・製本図面の背表紙に「施設コード・部局名称」ラベルを貼付ける

完成時の提出図書

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。設備工事との取り合い

［ １ ． ９ ． １ 、 ２ ］

・　主な主要資材、機器等のメーカー及び施工者一覧表

・　機器性能試験成績書及び取扱説明書

・　官公署届出書類（保守に必要とするもの）

・　建築物の保守に関する説明書、指導案内書

下記のものをＡ４版ファイルに製本して監督職員に提出する。

工事目的物及び工事材料等工事施工途中の事故に伴う損害を補てんするため火災保険等に加入する。

（保険の加入期間は、工事完成引き渡しまで（概ね工期＋21日）とする。）

・　保証書

保全に関する資料

・　

火災保険等

［１．９．３］

設計図書に準ずる

　３

４

５

６

７

８

９

10

11

１

２

３

４

５

６

１

２

３

１

監督員の指示による　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段（　監督員の指示による　）

　工事名　災害ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ室整備工事

　構造・規模　SRC造　地上9階　地下1階建

　　　　　　　延べ面積　12,111.34㎡

　設計者　鳥取県

　監理者　鳥取県総務部営繕課

　鳥取県総務部営繕課
　　　一般営繕担当
　　　　　連絡先　0857-26－7765

第33会議室 【撤去】DR9.0t + GB-R9.5t【残置】ビニル床タイル 【新設】フリーアクセスフロア（置敷タイプ）50H 【撤去】廊下側既存可動間仕切 【新設】廊下側移動間仕切

第34会議室 【撤去】DR9.0t + GB-R9.5t

【撤去】GB-R9.5t + ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り

【撤去】DR9.0t + GB-R9.5t

【新設】DR9.0t + GB-R9.5t

【新設】DR9.0t + GB-R9.5t

【新設】GB-R9.5t + ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り

【残置】ビニル床タイル

【残置】ビニル床タイル

【新設】フリーアクセスフロア（置敷タイプ）50H

【新設】フリーアクセスフロア（置敷タイプ）50H

【撤去】廊下側既存可動間仕切

【撤去】既存可動間仕切

【撤去】既存移動間仕切（33会議室、34会議室間境）

【新設】廊下側移動間仕切

【新設】移動間仕切（33会議室、34会議室間境）

【新設】移動可動間仕切廊下

【新設】フリーアクセスフロア（置敷タイプ）50H

【新設】タイルカーペット6.5t

【新設】タイルカーペット6.5t

【新設】タイルカーペット6.5t

【新設】タイルカーペット6.5t

【新設】DR9.0t + GB-R9.5t

　フリーアクセスフロア　【参考】三洋工業　マジックフロアH55

　タイルカーペット　　　【参考】東リGA100

備考

　移動間仕切り　　　　　【参考】三和シャッター　NSW-60SB-L

マスターキー　　・製作する（　　　組）　　　　　・製作しない　　・既存に組込む鍵

（１６．８．４）

鍵箱　　　　　　・設ける　（　　　個用　　組）　・設けない

２

鍵の製作本数　　※各室３本１組（室名札付き）　各室同一キーとする

鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

nagamiakira
災害オペレーション室整備工事



図　　名

ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

　　鳥 取 県 総 務 部 営 繕 課

課　長 参　事 課長補佐 係　長 担　当 年度

R6

所課コード 施設コード 図面Ｎｏ.
工事名称
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第２９会議室第３３会議室 第３４会議室

ＥＶ

湯
沸
室

多目的便所

PS

EPS

EPS

PS

PS

EPS

EPS

PS

企業局会議室
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企業局会議室
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UP UP

あ

あ

あ あ
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あ
±0 ±0

±0

±0

±0

±0

　 あ

　 い

凡　例

　 Ａ

　 Ｂ

　 Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

【改修前】４階平面図　　1/300

【改修後】４階平面図　　1/300

1／300

Ａ
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Ａ

Ａ Ａ

Ａ
+56.5

Ａ
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Ｂ
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　：スロープ（１／１２）新設
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SLW

SLW SLW

SLW SLW

SLW

SLW

SLW

SLW

　：既設移動間仕切り撤去処分

　：移動間仕切り新設

A-03

第２８会議室
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い※既設レール撤去

　：フリーアクセスフロア新設（H=50）、タイルカーペット6.5t

　：既設間仕切り撤去処分

ｃｃ

CH=2900 CH=2900

CH=2900

CH=2900 CH=2900

CH=2900

CH=2900

CH=2900

ﾚｰﾙ部分CH=2245

ﾚｰﾙ部分CH=2188.5

　 Ｄ 　：ディスプレイスタンド新設（３台）

　　※床固定とする

第二庁舎４階平面図（改修前後）

鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

nagamiakira
災害オペレーション室整備工事



図　　名

ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

　　鳥 取 県 総 務 部 営 繕 課

課　長 参　事 課長補佐 係　長 担　当 年度

R6

所課コード 施設コード 図面Ｎｏ.
工事名称
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多目的便所
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EPS
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PS

PS

EPS

EPS

PS

企業局会議室

第３２会議室

第２７会議室

凡　例

【改修前】４階天井伏図　　1/300

【改修後】４階天井伏図　　1/300

凡　例

ｂ

ｂａ

ａ

　：既設レール（再使用）

　：新設レール

1／300

　：既設移動間仕切り撤去処分

　：天井（GB-R9.5t + ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ）復旧範囲を示す

　：天井（DR9.0t + GB-R9.5t）復旧範囲を示す

　：既設天井（DR9.0t + DB-R9.5t）撤去範囲を示す

　：既設天井（GB-R9.5t + ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ）撤去範囲を示す

A-04

既設レール撤去新設
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　：既設間仕切り撤去処分

ｃ ｃ

CH=2900
ﾚｰﾙ部分CH=2245

CH=2900

CH=2900

CH=2900

CH=2900

ﾚｰﾙ部分CH=2188.5

CH=2900

CH=2900

CH=2900

鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

第二庁舎４階天井伏図（改修前後）

nagamiakira
災害オペレーション室整備工事



図　　名

ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

　　鳥 取 県 総 務 部 営 繕 課

課　長 参　事 課長補佐 係　長 担　当 年度

R6

所課コード 施設コード 図面Ｎｏ.
工事名称

1/200
A-05

改修前

改修後

改修前

改修後

56
.
5

【改修前後】３３会議室Ｂ面展開図　　1/200

改修前

改修後

H F E

29
0
0

2
9
0
0

2
8
4
3
.5

【改修前後】廊下Ａ面展開図　　1/200

【改修前後】廊下Ｃ面展開図　　1/200

凡　例

　 あ

凡　例

　 Ａ

　 Ｂ

　 Ｃ

凡　例

　 あ

凡　例

　 Ａ

　 Ｂ

　 Ｃ

凡　例

凡　例

　 Ａ

　 い

　 Ｃ

　：スロープ（１／１２）新設

　：移動間仕切り新設

　：既存可動間仕切り（残置）

　：床フリーアクセスフロア50H ＋ タイルカーペット6.5t

あ あ ああ

Ａ Ａ Ａ Ａ

▼4FL

▼4FL

Ｂ

２
SLW

Ｃ
２
SLW SLW

２
SLW

３

PT
２

PT
２

PT PT
２３

4 5 6 7 8 9 10

Ｂ

あ あ あ あ

２
PT

２
PT

２
PT

２
PT

２
SLW

２
SLW

２
SLW

２
SLW

Ａ Ａ Ａ Ａ

▼4FL

▼4FL

Ｂ Ｂ

Ｃ

PT
１

2
24
5
1
7
54
7
0

22
4
5
1
754
7
0

2
9
00

2
9
0
0

2
9
0
0

2
9
00

い

4FL▼

4FL▼

Ａ

Ｃ １
SLW

：移動間仕切り新設

：スロープ（１／１２）新設

：床フリーアクセスフロア50H ＋ タイルカーペット6.5t

：既存可動間仕切り（残置）

：既設移動間仕切り撤去処分（レール再使用）

：移動間仕切り新設

45678910

R6.10

：床フリーアクセスフロア50H ＋ タイルカーペット6.5t

52
6
・

7
76

・
10

2
6 

※
3

ディスプレイスタンド姿図　　1/50 【参考】FZS-W90H

400~800 アンカー固定設置時

1
43

8
~2

0
88

（
フ

リ
ー

調
整

）
※

1

アンカー固定設置時：1003

150 166

401

6
4
5

695 695

175

３４会議室３３会議室

2
,
1
8
8
.
5

SLW
１

【既設のまま】C-100×50×20×2.3

【既設のまま】L-50×50×4

【既設のまま】L-30×30×3
【既設のまま】C-100×50×20×2.3

既設ﾚｰﾙ撤去新設

【SLW-1】新設移動間仕切（上吊式）

既設天井材撤去処分し

▼フリーアクセスフロア天

GB-R厚9.5+ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ張り、ｺｰﾅｰ用塩ﾋﾞｱﾝｸﾞﾙ15㎜新設

7

ｃ-ｃ断面詳細図　　1/50

　：既設間仕切り撤去処分

　：既存間仕切り（残置）

：既設間仕切り撤去処分

：既存間仕切り（残置）

鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

【参考】スロープ詳細図　　1/20

第二庁舎４階展開図（改修前後）、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲｽﾀﾝﾄﾞ姿図、ｽﾛ-ﾌﾟ詳細図 1/20、1/50

SUS見切金物

@250250600

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ　6.5t
ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ50H

ｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾛｯｸST

5
0

12
1

ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t=6.5
ｽﾛｰﾌﾟﾍﾞﾆﾔｔ18
転ばし根太

nagamiakira
災害オペレーション室整備工事



図　　名

ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

　　鳥 取 県 総 務 部 営 繕 課

課　長 参　事 課長補佐 係　長 担　当 年度

R6

所課コード 施設コード 図面Ｎｏ.
工事名称

Ｅ

廊下 会議室

廊下

Ｅ

会議室

【改修後】ａ－ａ断面詳細図　　1/50
2
8
4
3
.
5

3
7
5
0

7
0
0

5
6
.
5

1080

300 700 300

7
0
0

2
8
4
3
.
5

3
7
5
0

5
6
.
5

300 300

【改修後】ｂ－ｂ断面詳細図　　1/50

符号

PT SLW
１１

PT SLW
３３

PT SLW
２２

建具金物・備考

機構

符号 機構

建具金物・備考

機構符号

建具金物・備考

パネル厚65

標準金物、回転ハンドル式圧接装置

既設移動間仕切（上吊式）　撤去 １か所 １か所

７か所 ７か所

１か所 １か所

新設移動間仕切（上吊式）

新設移動間仕切（上吊式）

パネル厚40程度

新設移動間仕切（上吊式）

遮音性能　36db　以上 遮音性能　36db　以上

標準金物、回転ハンドル式圧接装置

遮音性能　36db　以上

パネル厚40程度 遮音性能　36db　以上

標準金物、回転ハンドル式圧接装置、ドアパネル（レバーハンドル、シリンダー錠）

標準金物、回転ハンドル式圧接装置、ドアパネル（レバーハンドル、シリンダー錠）

既設可動間仕切　撤去

既設可動間仕切　撤去

A-06

既設天井仕上げ材撤去処分（下地既設のまま）

PB9.5t下地張り＋ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板9.0t張り

既設天井仕上げ材撤去処分（下地既設のまま）

PB9.5t下地張り＋ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板9.0t張り

断面詳細図　建具表
R6.10

1/50

1/100

パネル厚60.5㎜

姿図

2
.
9
0
0

5,450 5,450

2
,
8
4
3
.5

姿図

2.
9
0
0

4,250

2
,8
4
3
.
5

4,250

姿図

パネル厚60.5㎜

パネル厚60.5㎜

焼付鋼板（標準色） 

部材（柱・笠木・幅木・エッジ） アルミ押出型材

1/50 1/50

表面材表面材

裏打ち材 石こうボード　9.5t

ｶﾗｰ鋼板　0.5t（標準色）

2,
2
4
5

7,905

2
,1
8
8
.
5

7,905

回転ハンドル式圧接装置 回転ハンドル式圧接装置

ｻｲﾄﾞｼｰﾙ形材,召合せ形材､ｼｰﾙ形材

ｼｰﾙｺﾞﾑ PVC

ｱﾙﾐ押出形材

ﾗﾝﾅｰ・ﾚｰﾙ ｸﾛｽﾀｲﾌﾟ

1/50 1/50

表面材

芯材

スチールパネル厚0.5

ペーパーコア

部材（柱・笠木・幅木） アルミ押出型材

表面材

部材（柱・笠木・幅木・エッジ） 石こうボード　9.5t

ｶﾗｰ鋼板　0.5t（標準色）

ｻｲﾄﾞｼｰﾙ形材,召合せ形材､ｼｰﾙ形材 ｱﾙﾐ押出形材

PVCｼｰﾙｺﾞﾑ

ﾗﾝﾅｰ・ﾚｰﾙ ｸﾛｽﾀｲﾌﾟ

1/50 1/50

表面材

芯材

スチールパネル厚0.5

ペーパーコア

表面材

部材（柱・笠木・幅木・エッジ）

部材（柱・笠木・幅木） アルミ押出型材

石こうボード　9.5t

ｶﾗｰ鋼板　0.5t（標準色）

ｻｲﾄﾞｼｰﾙ形材,召合せ形材､ｼｰﾙ形材 ｱﾙﾐ押出形材

ｼｰﾙｺﾞﾑ PVC

ﾗﾝﾅｰ・ﾚｰﾙ ｸﾛｽﾀｲﾌﾟ

仕上・材質

仕上・材質

仕上・材質

鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

nagamiakira
災害オペレーション室整備工事



図　　名

ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

　　鳥 取 県 総 務 部 営 繕 課

課　長 参　事 課長補佐 係　長 担　当 年度

R6

所課コード 施設コード 図面Ｎｏ.
工事名称

R6.101/100 A-07
【参考】鳥取県第二庁舎新築工事　５階大会議室詳細図

鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

nagamiakira
災害オペレーション室整備工事



図　　名

ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

　　鳥 取 県 総 務 部 営 繕 課

課　長 参　事 課長補佐 係　長 担　当 年度

R6

所課コード 施設コード 図面Ｎｏ.
工事名称

R6.10
【参考】鳥取県庁第二庁舎耐震改修工事（建築）　PS･EPS廻り詳細図

1/150 A-08

鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

nagamiakira
災害オペレーション室整備工事
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喫煙室

第３２会議室
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1

3 3 35.5°
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2
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第３３会議室

2E(TV用)
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3

3

33

3

3

33

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

※２

3

3

第３４会議室

特記事項

・※１　既存コンセントに接続

・図中特記なき既存壁付コンセントはH：1000

・図中太線は本工事を示し新設を行う

・配線の立下りはMMAにて保護

A

機器参考図

3

配線凡例

EM-EEF2.0-3C　 一線はアース

OAフロア高さH50

3

5.5□

EM-CE5.5□-3C　一線はアース

二重床内ころがし配線

天井隠蔽

既設特記なき配管配線は下記による。

露出コンセント　2P15A E×2

OAフロア高さH50

テレビ取付用アングル（建築工事）に取付（H1200)

二重床用複合アウトレット　2P15A E×2、情報用通信コネクタ×2

182.5

93
135

9
7

1
24

NE35515

二重床用コンセント
二重床用複合アウトレット

二重床用コンセント　2P15A E×2

・※２　天井からＯＡフロア内へ立ち下げ配線

11

図　　名

ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

　　鳥 取 県 総 務 部 営 繕 課

課　長 参　事 課長補佐 係　長 担　当 年度

R6

所課コード 施設コード 図面Ｎｏ.
工事名称

R6.101/200 E-01
第二庁舎４階　コンセント設備改修平面図

鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

第二庁舎４階　コンセント設備改修平面図　S=1:200

nagamiakira
災害オペレーション室整備工事



図　　名

ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

　　鳥 取 県 総 務 部 営 繕 課

課　長 参　事 課長補佐 係　長 担　当 年度

R6

所課コード 施設コード 図面Ｎｏ.
工事名称

R6.10
既存分電盤改修図

（ H22）

MCCB 3P

漏電警報器（ブレーカ内蔵）

A

震 度 ネ ッ ト ワ ー ク

1 2

3 4

5 6

87

9 10

11 12

13 14

15 16

17

19

防 危 課 消 防 庁 FAX2

防 危 課 消 防 庁 FAX1

防 危 課

ビ ジ ネ ス フ ォ ン

防 危 課 気 象 プ リ ン タ

防 危 課 統 合 卓 3

フ ァ ク シ ミ リ 装 置 1

防 危 課 コ ン セ ン ト 1

（ FAX）

待 機 室 コ ン セ ン ト

予 備 ス ペ ー ス

200V 200V
待 機 室 照 明

予 備 ス ペ ー ス

予 備 ス ペ ー ス

防 危 課

予 備 ス ペ ー ス

予 備 ス ペ ー ス

予 備 ス ペ ー ス

予 備 ス ペ ー ス

実 装 予 備

実 装 予 備

防 危 課 マ イ コ ス

モ ニ タ リ ン グ PDP

防 危 課 リ ア ル タ イ ム

防 危 課 衛 星 FAX

フ ァ ク シ ミ リ 装 置 2

防 危 課 気 象 PC

J-ALERT

無 線 室 柱 コ ン セ ン ト 2無 線 室 柱 コ ン セ ン ト

機 器 管 理 天 井

コ ン セ ン ト

18

20

CVCF 30kVA　U相

1φ3W　200/100V

EM-CET 22sq

30A

1 2
予 備 ス ペ ー ス

実 装 予 備北 側 防 災 照 明

北 側 防 災 コ ン セ ン ト 1

予 備 ス ペ ー ス

北 側 防 災 コ ン セ ン ト 3

北 側 防 災 コ ン セ ン ト 5

北 側 防 災 コ ン セ ン ト 7

実 装 予 備

実 装 予 備

北 側 防 災 コ ン セ ン ト 2

北 側 防 災 コ ン セ ン ト 4

北 側 防 災 コ ン セ ン ト 6

実 装 予 備

MCCB 3P

200V 200V
21

2

4

6

8

10

12

1

3

5

7

9

11

MCCB 2P 50AF/20AT ×  2 (200V)

MCCB 2P 50AF/20AT × 12 (100V)

既設電灯分電盤LC-42

予 備 ス ペ ー ス

実 装 予 備

予 備 ス ペ ー ス

実 装 予 備

MCCB 3P

200V 200V
21

2

4

6

8

10

12

1

3

5

7

9

11

MCCB 2P 50AF/20AT ×  2 (200V)

MCCB 2P 50AF/20AT × 12 (100V)

既設電灯分電盤LC-41

南 側 防 災 照 明

南 側 防 災 コ ン セ ン ト 1

南 側 防 災 コ ン セ ン ト 3

南 側 防 災 コ ン セ ン ト 5

南 側 防 災 コ ン セ ン ト 2

南 側 防 災 コ ン セ ン ト 4
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鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

nagamiakira
災害オペレーション室整備工事
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OAフロア～天井内立ち上げ（MMA)

二重床用コンセント

ＨＵＢ

（３Fへ）EM-UTP-Cat.6①②③④

EM-UTP-Cat.6

EM-UTP-Cat.6 EM-UTP-Cat.6②

EM-UTP-Cat.6①③④

EM-UTP-Cat.6③

EM-UTP-Cat.6④

EM-UTP-Cat.6①

特記事項

・配線の立下りはMMAにて保護

・図中太線は本工事を示し新設を行う

配線凡例

既設特記なき配管配線は下記による。

二重床内ころがし配線

天井隠蔽

EM-UTP-Cat.6 ○ ＬＡＮ配線 ○は行先別を示す

OAフロア高さH50
二重床用複合アウトレット　情報用通信コネクタ×2

ＨＵＢ 100BASE-TX 又は 10BASE-T、RJ-45×8　（参考型番）ETX-ESH08NCW

図　　名

ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ

　　鳥 取 県 総 務 部 営 繕 課

課　長 参　事 課長補佐 係　長 担　当 年度

R6

所課コード 施設コード 図面Ｎｏ.
工事名称

R6.10 E -031/200

鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

第二庁舎４階　弱電設備改修平面図

第二庁舎４階　弱電設備改修平面図　S=1:200

nagamiakira
災害オペレーション室整備工事



・配線の立下りはMMAにて保護
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特記事項配線凡例

既設特記なき配管配線は下記による。

・図中太線は本工事を示し新設を行う

既設配線ﾀﾞｸﾄ

（既設メタルモール）
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二重床内ころがし配線
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鳥取県庁第二庁舎災害オペレーション室整備工事

第二庁舎３階　弱電設備改修平面図

第二庁舎３階　弱電設備改修平面図　S=1:200
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